
平成３０年度第１０回３月期定例番組審議会議事録 

 

 

１．開催の日時  平成３１年３月１４日（木）午前１１時 

 

２．開催の場所  栃木放送本社会議室 

 

３．委員の出席  委員総数９名 

出席委員３名 

 

出席委員名   委員長        増田仲夫 

委員         荒川政利 

委員         河又弘子 

 

 

局側出席者名   代表取締役社長    大塚幹夫 

報道制作局長     川島育郎 

編成部長       大谷佳久 

 

 

４．議   題 

（１）「企業の魅力・見える化ラジオ」 

   毎週火曜 13:45～14:00  

                    報道制作部 川島育郎 

 

（２）その他 

 



５．議事内容 

（１）「企業の魅力・見える化ラジオ」 

   毎週火曜 13:45～14:00  

                    報道制作部 川島育郎 

 

試聴番組：放送した番組を予め試聴。 

         

      議題説明：報道制作局川島が番組の企画・制作内容について説明した。 

           2008 年から放送していた「鈴木智の栃木の元気」をリニューアル・

再構築した番組で、過去出演した企業や団体から特色ある 100 社を

リストアップして近況と経営の様子を掘り下げていく。出演企業の

セールスポイントを明確に発信して企業の魅力を見える化させる地

域経済番組としている。今後番組の出版化も検討しているなど番組

コンセプトを説明して審議に入る。 

 

各委員からは、 

〇ネーミングが素晴らしい。県内企業の頑張り・意欲を伝えるのはとても良い。

企業を評価するのは難しいが、栃木放送のフィルターを通して紹介するのは

とても良い。一般県民に紹介する番組をぜひ継続してほしい。 

〇新聞などでも掲載されているが、社長の生の声を聴くことが出来るのがとて

も良い。ラジオならではの紹介の仕方で良い。知られていない企業を紹介す

るのもマスコミの使命。どのような企業かわかりづらい部分もあったので、

もっと説明があると良い。コーディネーターの鈴木さんの肩の力が抜けてい

てわかりやすくとても良かった。出版化する際にどのようにするのかとても

気になる。楽しみな番組。 

〇とても良い番組だが、パーソナリティーとコーディネーター、出演者とすべ

て男性で誰の声か聴きづらいところがあった。会社の宣伝や自慢にならない

ようにしてほしい。ユニークでオリジナリティのある企業の発掘はラジオと

しても価値がある。もっと放送してほしい。鈴木さんの詳しい解説がもう少

し加わると良い。 

〇成功だけでなく、きっかけや失敗談などを丁寧に話してもらえると、もっと

面白くなる。 

〇出演企業選びも大切。伸びていく企業や業界の話などを入れても良い。発掘

する面白味のある番組。 

 



 

当社としては、これらの意見をもとに、今後の番組制作や広報に取り組んでいきた

い旨を、各委員に伝えた。 

 

（２）その他 

   平成 31年度番組審議会の開催日程について審議した。これまで毎月第 2木曜 

午前 11時から開催していた日程を平成 31年 4月以降、毎月第 2水曜午後 2時 

から開催することとした。 

 

６．審議内容 

    上記の通りであり、特に審議決定し、答申すべきものはなかった。 

 

７．番組審議会の答申および意見の概要の公表 

① 社の番組「栃木放送からのお知らせ」 

（平成３１年３月２４日（日） 午前８時５分放送） 

② 社のホームページに掲載（平成３１年４月１９日～） 

③ 社事務局に議事録備え置き（平成３１年４月１９日～） 

以上 

 

 

 


